
■2025 年までの長岡市の協働が目指すビジョン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  環境  

  

    

経済          …満足感のある暮らし、企業と市民団体等がつながったまちの実現を目指します。 

 

 

 

 

  

長岡市の協働が目指すビジョンと SDGｓ 

人  

…ふるさと長岡に住むすべての「人」があらゆる場面で暮ら

しやすいまちの実現を目指します 

 

 

 

 

 

 

 

防犯・防災     …交通安全、防犯、防災など、みんなで助け合い支え合って地域の安全を守り、安心して暮らせるまちの 

                          実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

挑戦   新しいアイデアを具体的なカタチに変えていく、そんな挑戦に誰もが取り組める環境と雰囲気を整え、豊かで活力ある

まちの実現を目指します。誰もがチャレンジでき、「パートナーシップ」を発揮することが課題解決への第一歩です。 

 

 

 

 

 

 …地域の豊かな自然と共生し、ひいては地球の自然環境を守るため、一人一人が自然を守り

生かし楽しみ、都市の生活環境や景観も保全しながら、誇らしく美しいまちの実現を目指

します。 

 

 

 

 

長岡市は、度重なる自然災害などを乗り越え着実な発展を続けています。しかし急速に進む少子高齢化や人口減少など決め手の見いだせていない重要課題に直面していることも事実です。一昨年からのコロナ禍により格差

の広がりや分断が続く中、今こそ市民協働条例の理念に立ち返り、市民一人ひとりが持続的に発展しつづけるまちづくりのために何をすべきか考え、互いにつながり合いながら行動し、将来にわたって安心して心豊かに暮

らし続けられる「ふるさと長岡」を“共創”していくことが大切だと考えています。「持続可能なまちづくり」「誰一人取り残さない」はＳＤＧｓの目標であり、長岡市の協働が目指すビジョンとも親和性が高いです。 

社会における様々な課題はＳＤＧｓの 17の目標を包含しています。各主体はＳＤＧｓを意識しそれぞれの強みを生かして持続的に発展しつづけるまちづくりのためにできること・やりたいことに主体的に取り組みま

す。市は、市民協働センターの運営、未来を創る市民活動応援補助金による活動支援などのリソースを最大限生かして、市民の自発的・主体的活動の芽をはぐくみつつ、つながりを絶やさないよう促します。 

 

 

 

ビジョンの根幹となる基本理念（長岡市市民協働条例 第３条より） 

1.市民と市は、協働のまちづくりを推進することにより、将来にわたり市民の更なる幸せな生活の実現を目指すものとする。2.市民と市は、それぞれがまちづくりの主役として、自発的に活動するものとする。

3.市民と市は、それぞれの特性の違いを活かし、自助・共助・公助の理念にのっとり、相互に補完し合いながら、まちづくりを行うものとする。 

2. 

社 会 課 題 

つながりがはぐくむ豊かな暮らし～誰一人取り残さず、共に創る未来へ～ 

■ビジョンのイメージ 

協働センター 

貸館・貸出設備 

コミュニティセンター 

場所・設備 
人 材 

協働センター 

コーディネーター 

コミセン主事 

未来共創補助金 

いきいきコミュニティ 

補助金 

資金 
情報・ノウハウ 

協働センター 

各種講座 

まちキャン講座 

グループ 

地域コミュニティ 

事業者 

行政 

学校 

市民活動団体 

人 環境 

挑戦 経済 

防犯・防災 

みんなで守る地域の 

安全安心 

主体的に 

チャレンジ 

できるまち 

地場産業振興、 

地域の課題解決 

働きやすさ 

 

健康、福祉、子育て 

教育、貧困、多様性… 

誰もが暮らしやすい 

まち 

 

ふるさとの 

豊かな自然、誰もが

住みやすいまち 

ビジョン 

つながりがはぐくむ 

豊かな暮らし 
～誰一人取り残さず、 

共に創る未来へ～ 

 

   

 


